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【議事要旨】
〇平成 30年災害対応について報告
①平成 30 年 7 月豪雨災害対応として、近畿地方整備局保有の海洋環境整備船３船に
よる瀬戸内海での漂流物回収支援、港湾業務艇３船及び堺泉北港堺 2 区基幹的広
域防災拠点を活用したプッシュ型支援について
②台風第 21号の気象海象、被災・復旧状況について
③大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会の取組状況、防災・減災、国土強靱化
のための 3か年緊急対策について
・台風第 21 号の高潮・暴風による神戸港六甲アイランド東側の浸水被害に関して
質疑応答があり、浸水の主たる要因は、東側からの強風の影響であること、今
後の対応策として、六甲アイランドでは、中心部に住宅街があるため、水際線
部で浸水を食い止めることが重要、との高潮対策検討委員会神戸港部会による
検討結果を踏まえた報告がなされた。

○大阪湾港湾機能継続計画推進協議会の検討事項について
①台風第 21号高潮・暴風被害を踏まえた大阪湾 BCP（案）の今後の取組み
・次年度６月迄に各港 BCP に新たに高潮・暴風災害時の BCP を追加すること、台
風襲来時期の実践結果等を踏まえ、次年度内に高潮・暴風災害時の大阪湾 BCP
(案)を策定することが決定された。

②航路啓開等に関する検討結果、今後の取組み内容について
・和歌山県内海上拠点港の航路啓開について、大阪湾諸港の航路啓開に要する起
重機船等の資機材調達状況を鑑み、対処方策の継続検討が必要であること、航
路啓開計画と道路啓開計画については、各府県における道路啓開計画等の更新
情報を継続的に反映していくことを確認。
・図上訓練の継続による港湾 BCP の充実化、大阪湾海峡部閉塞による海上輸送、
サプライチェーンへの影響検討について、次年度の検討事項とすることを確認。

〇その他
・波高計、カメラ（港湾の現地状況把握）など観測網の強化、それらデータを共
有化するためのポータルサイトの構築、航路啓開等に不可欠となる測深機器の
充実化の必要性について共有。
・早期の港湾機能の回復、被災地復旧の観点から重要な課題となる海上ガレキの
仮置場選定におけるフェニックスセンターも参画した検討、海上での一時保管
の際の配慮すべき事項等の検討について会員から提案があり、各港毎の状況に
応じた取組を検討事項とすることを確認。 －以上－


